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岡
本
秋
暉（
一
八
〇
七
〜
六
二
）は
江
戸
の
町
人
の
出
で
小
田
原
藩
士
岡
本
家
の
養
子
と
な

っ
た
。
藩
の
江
戸
中
屋
敷
に
勤
め
な
が
ら
、
時
に
は
藩
の
御
殿
を
飾
る
障
壁
画
を
制
作
し
た

り
、
ま
た
藩
と
は
関
係
な
く
作
画
を
行
っ
た
り
し
た
。
本
稿
で
は
秋
暉
の
作
品
を
年
代
順
に

モ
チ
ー
フ
、
吉
祥
画
題
も
含
め
、
享
保
十
六
年（
一
七
三
一
）に
来
日
し
て
日
本
絵
画
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
中
国
人
画
家
沈
南
蘋
の
画
風
と
の
関
係
に
注
目
し
て
見
て
い
く
。
特
に
江

戸
の
地
で
根
強
く
支
持
さ
れ
た
沈
南
蘋
の
画
風
、
南
蘋
風
の
状
況
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

　
秋
暉
の
師
は
大
西
圭
斎
で
あ
る
 1
。
松
崎
慊
堂
『
慊
堂
日
暦
』
の
天
保
六
年（
一
八
三
五
）

十
月
二
十
七
日
の
記
述
は
、
圭
斎
が
中
津
藩
に
仕
え
た
こ
と
、
宋
紫
石
に
学
ん
だ
こ
と
、
中

国
明
時
代
の
画
家
林
良
の
画
風
を
慕
っ
た
こ
と
、
文
政
十
二
年（
一
八
二
九
）に
五
十
七
歳
で

没
し
た
こ
と
、
岡
本
秋
暉
の
師
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
 2
。
秋
暉
は
圭
斎
を
重
ん
じ
て
お

り
、
友
人
林
鶴
梁
の
日
記
に
圭
斎
の
三
十
三
回
忌
の
仏
事
が
載
る
。
宋
紫
石
は
長
崎
で
熊
斐

に
つ
い
て
沈
南
蘋
の
画
風
を
学
び
、
江
戸
の
地
に
南
蘋
風
を
広
め
た
。
ま
た
田
能
村
竹
田

『
竹
田
荘
師
友
画
録
』
は
圭
斎
に
つ
い
て
、
中
津
藩
の
画
員
で
江
戸
住
で
あ
っ
た
こ
と
、
明

人
の
鉤
花
点
葉
の
法
に
仿
い
、
清
の
蒋
廷
錫
に
も
学
ん
だ
こ
と
を
記
し
、
伝
聞
で
「
初
め
沈

南
蘋
を
学
ぶ
」
と
も
あ
る
。
圭
斎
は
南
蘋
風
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
没
後
の
嘉
永
六
年（
一

八
五
三
）出
版
の
『
古
今
南
画
要
覧
』
に
お
い
て
は
南
蘋
派
の
絵
師
を
集
め
た
「
沈
氏
余
流
」

の
欄
に
載
る
 3
。
慶
応
二
年（
一
八
六
六
）発
行
の
『
南
宗
書
画
品
価
録
』
で
も
「
沈
氏
余

派
」
の
欄
に
名
が
あ
り
、
幕
末
の
『
現
故
書
画
高
名
一
覧
』
に
は
「
儒
詩
書
画
」
と
し
て
載

る
も
の
の
、
圭
斎
は
お
お
む
ね
南
蘋
風
で
描
く
画
家
、
南
蘋
派
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
実
際

の
遺
品
に
は
南
蘋
風
と
は
言
い
切
れ
な
い
淡
彩
の
花
鳥
画
も
多
い
 4
。

　
岡
本
秋
暉
は
師
系
か
ら
南
蘋
風
を
学
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
秋
暉
は
南
蘋
派
と
見

な
さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
師
の
圭
斎
が
南
蘋
派
の
絵
師
と
し
て
載
っ
て
い
た
『
古
今
南

画
要
覧
』
で
は
特
に
区
分
の
な
い
南
画
と
し
て
左
側
「
不
判
優
劣
」
の
三
段
目
に
岡
秋
暉
と

し
て
載
る
。『
南
宗
書
画
品
価
録
』
で
は
南
北
一
致
の
欄
に
名
が
見
え
る
。『
現
故
書
画
高
名

一
覧
』
の
よ
う
に
、
南
蘋
派
の
絵
師
を
集
め
た
「
沈
宋
雅
尚
」
に
載
る
場
合
も
あ
っ
た
 5
。

江
戸
時
代
中
期
か
ら
、
新
し
い
中
国
絵
画
及
び
そ
の
画
風
を
取
り
入
れ
て
日
本
で
描
か
れ
た

絵
が
唐
画
と
呼
ば
れ
て
流
行
し
た
。
江
戸
で
は
北
宗
を
取
り
入
れ
た
南
画
の
谷
文
晁
一
派
が

大
き
な
勢
力
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
用
語
と
し
て
の
唐
画
は
廃
れ
、
唐
画
と
呼
ば
れ
た
絵
は

南
画
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。
南
画
に
限
定
し
な
い
唐
画
の
用
法
が
廃
れ
る
時
期
に
秋
暉
は

活
動
を
始
め
た
た
め
、
唐
画
と
直
接
呼
ば
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
南
画
に
、
と
き

に
南
蘋
派
に
分
類
さ
れ
る
秋
暉
は
唐
画
の
絵
師
と
言
え
る
。

　
現
在
知
ら
れ
る
も
の
で
最
も
早
い
天
保
二
年
の
年
記
を
伴
う
「
孔
雀
図
」（
摘
水
軒
記
念
文

化
振
興
財
団
蔵
、
図
1
）は
南
蘋
派
で
も
よ
く
描
か
れ
た
牡
丹
と
孔
雀
を
描
く
が
、
描
写
は

全
く
南
蘋
風
で
は
な
い
。
牡
丹
の
花
び
ら
は
墨
の
輪
郭
線
が
は
っ
き
り
と
見
え
量
感
も
な

い
。
数
少
な
い
大
西
圭
斎
の
現
存
作
品
と
も
あ
ま
り
似
て
い
な
い
。
圭
斎
に
師
事
す
る
前
に

狩
野
派
に
学
ん
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　「
月
下
双
鹿
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）は
落
款
の
書
体
が
楷
書
体
で
あ
る
こ
と

と
、
天
保
二
年
の
「
孔
雀
図
」
と
同
じ
「
隆
仙
字
柏
樹
」
朱
文
方
印
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
早

江
戸
の
南
蘋
派
末
流
　
岡
本
秋
暉

伊
　
藤
　
紫
　
織
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い
時
期
の
作
品
と
見
ら
れ
る
。
満
月
に
照
ら
さ
れ
た
水
流
を
渡
る
つ
が
い
の
鹿
を
描
く
。
よ

く
似
た
姿
形
で
、
も
う
少
し
粗
っ
ぽ
く
雄
鹿
を
描
い
た
「
鹿
渡
河
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振

興
財
団
蔵
）に
は
中
国
清
代
の
画
家
、
呂
時
敏
に
倣
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
つ
が
い

の
鹿
が
河
を
渡
る
画
題
は
「
探
幽
縮
図
　
百
鹿
図
巻
」（
京
都
国
立
博
物
館
蔵
）に
も
見
ら
れ

る
6
。
画
面
を
小
さ
く
、
単
純
化
し
て
墨
だ
け
で
描
い
た
「
月
下
双
鹿
図
」（
小
田
原
市
郷
土

文
化
館
蔵
）も
あ
る
。
鹿
は
長
寿
の
象
徴
で
あ
り
、
つ
が
い
の
鹿
は
夫
婦
揃
っ
て
の
長
寿
を

意
味
す
る
吉
祥
画
題
で
、
南
蘋
派
で
も
よ
く
描
か
れ
た
。
樹
皮
の
執
拗
な
描
写
や
樹
木
の
穴

の
表
現
に
部
分
的
な
南
蘋
風
を
認
め
う
る
。

　「
春
秋
花
鳥
図
屏
風
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）も
「
隆
仙
字
柏
樹
」
朱
文
方
印
が

あ
る
こ
と
か
ら
早
い
時
期
の
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
横
長
の
大
画
面
は
宋
紫
石
と
そ
の
系
統

に
若
干
の
作
例
が
あ
る
が
、
南
蘋
派
に
は
作
例
が
少
な
い
。
秋
暉
は
横
長
の
大
画
面
の
構
成

を
別
の
画
派
の
作
品
、
例
え
ば
狩
野
派
等
に
学
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
梅
の
木
や
岩
の
描
き
方

な
ど
部
分
的
な
描
写
に
は
南
蘋
風
の
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
天
保
六
年
の
「
花
鳥
図
」
は
画
面
上
部
の
蠟
梅
の
枝
の
細
か
い
筆
致
や
画
面
中
央
部
の
芙

蓉
の
輪
郭
を
と
ら
な
い
立
体
的
な
表
現
が
南
蘋
風
で
あ
る
。
た
だ
し
葉
な
ど
は
薄
塗
り
で
南

蘋
風
で
は
な
い
。「
花
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）も
落
款
の
書
体
か
ら
見
て
、

秋
暉
の
画
業
の
早
い
時
期
、
天
保
年
間
に
制
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
。
三
幅
の
う
ち
右
幅

の
、
柳
、
桃
、
燕
の
取
り
合
わ
せ
は
『
沈
南
蘋
画
図
百
幅
』
に
載
る
「
桃
柳
四
燕
」
を
連
想

さ
せ
る
。「
桃
柳
四
燕
」
と
は
桃
、
柳
で
春
を
表
し
、
四
羽
の
燕
を
描
い
て
四
燕
が
賜
宴
と

音
が
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
朝
廷
よ
り
酒
宴
を
賜
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
燕
の
数
に
意
味
が

あ
る
が
、「
花
鳥
図
」
右
幅
の
燕
は
二
羽
で
あ
る
。
秋
暉
は
、「
桃
柳
四
燕
」
を
描
い
た
南
蘋

風
の
作
品
に
倣
っ
て
「
花
鳥
図
」
を
描
く
が
、
画
題
の
意
味
を
受
け
継
が
な
か
っ
た
の
だ
ろ

う
。
描
写
も
あ
ま
り
南
蘋
風
で
は
な
い
。

　
天
保
十
一
年
の
「
雲
龍
図
」（
教
学
院
蔵
）に
積
極
的
に
南
蘋
風
を
認
め
る
の
は
難
し
い
。

沈
南
蘋
の
龍
図
は
伝
わ
ら
な
い
。
南
蘋
派
の
画
家
で
は
森
蘭
斎
、
董
九
如
に
龍
の
作
例
が
あ

る
が
、
彼
ら
も
南
蘋
風
と
は
定
め
が
た
い
画
風
で
描
い
て
い
る
。
同
年
の
「
花
鳥
図
」（
最
乗

寺
蔵
）は
十
二
図
の
う
ち
六
図
が
残
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
構
図
や
モ
チ
ー
フ
は
南

蘋
派
の
十
二
幅
の
花
鳥
図
と
関
連
付
け
ら
れ

る
。
植
物
は
粗
放
な
画
風
で
南
蘋
風
で
は
な

い
が
、「
花
鳥
図
」
第
二
図
の
外
隈
と
墨
線
で

表
し
た
鷺
の
姿
は
大
西
圭
斎
「
蘆
鷺
図
」
に

通
じ
る
。
鳥
は
部
分
的
に
細
か
い
毛
描
を
施

し
て
南
蘋
風
で
あ
る
。

　
天
保
十
四
年
の
年
記
が
あ
る
秋
暉
「
花
鳥

図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
2
）

に
見
る
、
横
幅
で
斜
め
に
枝
が
下
が
る
構
図

は
梅
と
白
頭
翁
や
綬
帯
鳥
の
組
み
合
わ
せ
で

諸
葛
監
「
白
梅
薔
薇
白
頭
翁
図
」
や
源
鸞
卿

「
梅
に
綬
帯
鳥
図
」
の
作
品
に
も
見
ら
れ
、
そ

の
点
で
は
南
蘋
派
の
影
響
下
に
あ
る
。
し
か

し
諸
葛
監
や
源
鸞
卿
の
作
品
で
は
梅
を
描
い

図
1
　「
孔
雀
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　
天
保
二
年（
一
八
三
一
）

図
2
　「
花
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　

　
　
　
天
保
十
四
年（
一
八
四
三
）
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て
い
た
も
の
が
、
秋
暉
で
は
何
の
花
木
を
描
い
た
の
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
鳥
も
特
に

吉
祥
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
寸
法
、
年
記
、
画
風
か
ら
見
て
「
梅
花
黄
鳥
図
」（
神
奈
川
県

立
歴
史
博
物
館
蔵
）、「
鵜
図
」（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）と
一
連
の
作
品
で
あ
る
。「
鵜

図
」
に
は
「
呂
時
敏
法
を
法
と
す
」
と
あ
っ
た
。
画
面
は
南
蘋
風
で
は
な
い
。

　「
老
松
孔
雀
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
3
）は
干
支
印
か
ら
弘
化
三
年（
一

八
四
六
）の
作
と
わ
か
る
。
松
は
葉
、
幹
と
も
水
墨
で
表
さ
れ
る
が
、
花
、
孔
雀
は
着
色
で

あ
る
。
胡
粉
と
臙
脂
で
立
体
感
を
出
す
花
び
ら
の
描
き
方
は
南
蘋
風
で
あ
る
。
画
面
全
体
に

墨
を
刷
い
て
い
る
の
も
南
蘋
風
と
言
え
る
。
斜
め
対
角
線
上
に
樹
木
を
描
く
宋
紫
石
「
孔
雀

緋
鸚
哥
図
」（
厳
島
神
社
蔵
）の
構
図
を
反
転
さ
せ
る
と
「
老
松
孔
雀
図
」
に
近
い
。
こ
の
構

図
は
伊
藤
若
冲
「
動
植
綵
絵
　
老
松
孔
雀
図
」
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
沈
南
蘋
に
も

と
に
な
る
図
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
孔
雀
は
美
し
い
羽
の
描
写
に
南
蘋
風
の
精
緻
な
描
写

を
生
か
せ
る
画
題
と
し
て
南
蘋
派
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
で
あ
っ
た
。
孔
雀
の
羽
に
は
金
を
控
え

め
に
用
い
て
い
る
。「
白
鷺
図
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）は
印
章
よ
り
弘
化
四
年
の
作
と
見
ら

れ
る
。

　
嘉
永
五
年
の
「
松
鷹
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）は
水
墨
を
基
調
と
し
つ
つ
、

松
葉
、
鷹
の
一
部
に
彩
色
を
施
し
、
水
墨
と
着
色
が
混
在
し
て
い
る
。
画
面
を
横
切
る
樹
木

は
鳥
の
羽
根
を
多
く
見
せ
る
た
め
に
南
蘋
派
が
た
び
た
び
用
い
た
画
面
構
成
で
あ
る
。
同
年

の
「
蒼
松
孔
雀
図
」（
松
岡
美
術
館
蔵
）で
は
孔
雀
の
羽
に
金
が
多
く
用
い
ら
れ
、
特
に
首
か

ら
背
に
か
け
て
面
と
し
て
金
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
面
と
し
て
の
金
の
使
い
方
は
安
永
八
年

（
一
七
七
九
）の
宋
紫
石
「
鯉
図
」（
徳
本
寺
蔵
）の
鯉
と
近
く
、
南
蘋
派
に
由
来
す
る
描
写
と

考
え
ら
れ
る
。
背
地
に
墨
を
刷
く
の
も
南
蘋
派
に
よ
く
見
ら
れ
る
。
塗
り
残
し
で
月
を
表

し
、
松
は
墨
を
基
調
に
一
部
点
苔
と
葉
に
緑
青
を
用
い
る
。

　
嘉
永
六
年
の
「
孔
雀
図
」（
図
4
）の
画
面
は
雌
雄
の
孔
雀
を
梅
の
木
を
止
ま
り
木
の
よ
う

に
使
っ
て
上
下
に
配
置
し
た
も
の
 7
。
春
の
花
で
あ
る
梅
、
夏
の
花
の
河
骨
、
秋
に
咲
く
菊

が
混
在
す
る
の
は
四
季
を
通
じ
て
、
一
年
中
の
意
味
に
解
釈
で
き
る
。
極
め
て
細
か
い
描
写

の
孔
雀
に
対
し
て
、
植
物
は
や
や
輪
郭
線
が
目
立
ち
、
色
も
薄
い
。
特
に
小
菊
の
描
写
は
、

南
蘋
風
よ
り
も
中
国
の
画
家
惲
南
田
の
影
響
を
受
け
た
渡
辺
崋
山
や
椿
椿
山
の
草
花
の
表
現

に
近
い
。
岩
に
は
太
い
輪
郭
線
を
用
い
て
い
る
。
梅
の
幹
は
輪
郭
線
を
と
り
つ
つ
、
細
か
い

筆
を
重
ね
た
執
拗
な
描
写
で
あ
る
。
同
じ
年
の
「
四
時
群
禽
群
芳
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振

興
財
団
蔵
、
図
5
）も
早
春
か
ら
夏
の
花
が
一
度
に
咲
い
て
い
て
、
異
な
る
季
節
の
花
を
合

わ
せ
て
描
く
四
季
の
表
現
と
理
解
で
き
る
。
岩
の
表
現
は
「
孔
雀
図
」
と
近
い
。
同
年
の

「
牡
丹
孔
雀
図
」（
松
岡
美
術
館
蔵
）は
背
地
に
墨
を
刷
い
て
塗
り
残
し
で
雪
を
表
す
。
牡
丹
の

花
び
ら
、
葉
に
は
墨
の
輪
郭
線
が
見
え
、
あ
ま
り
南
蘋
風
の
描
写
で
は
な
い
。
同
年
の
「
金

鶏
鳥
図
」（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）は
金
鶏
鳥
の
背
中
の
羽
が
孔
雀
と
同
じ
く
南
蘋
風

図
3
　「
老
松
孔
雀
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）

図
4
　「
孔
雀
図
」（
個
人
蔵
）　
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）
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の
濃
密
な
描
写
で
あ
る
も
の
の
尾
羽
、
首
は
墨
線
が
目
立
つ
。
椿
？
や
タ
ン
ポ
ポ
の
葉
も
淡

く
墨
混
じ
り
で
南
蘋
風
と
言
う
よ
り
は
、
惲
南
田
の
影
響
を
受
け
た
渡
辺
崋
山
や
椿
椿
山
の

花
鳥
画
の
画
風
と
近
い
。
崋
山
、
椿
山
は
来
日
し
た
中
国
人
画
家
張
秋
穀
の
作
品
を
通
じ
て

惲
南
田
風
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
椿
山
は
秋
穀
の
作
品
を
縮
図
に
残
す
。

　
嘉
永
七
年
の
「
花
鳥
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）は
、
春
の
梅
と
薔
薇
に
鴨
、
鵜
、
小
禽

を
描
く
。
梅
と
薔
薇
に
は
吉
祥
の
意
味
合
い
が
あ
り
、
鴨
は
偏
が
甲
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
科

挙
の
合
格
者
科
甲
に
通
じ
る
。
梅
の
幹
の
執
拗
な
描
写
、
薔
薇
の
花
の
立
体
的
な
描
写
、
鴨

の
羽
毛
の
濃
い
彩
色
と
い
っ
た
画
風
も
南
蘋
風
で
あ
る
。
岩
は
輪
郭
線
が
強
い
。
同
年
「
試

墨
孔
雀
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）は
孔
雀
と
松
を
墨
だ
け
で
紙
に
描
い
た
作
品
。

孔
雀
の
姿
形
は
前
年
の
絹
本
着
色
の
「
孔
雀
図
」
の
雄
孔
雀
と
そ
っ
く
り
で
、
松
と
梅
の
違

い
は
あ
る
が
画
面
を
斜
め
に
横
切
る
樹
木
の
か
た
ち
も
よ
く
似
て
い
る
。
江
戸
で
秋
暉
以
前

に
活
動
し
た
南
蘋
派
の
画
家
森
蘭
斎
に
「
墨
牡
丹
図
」（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）の
よ
う
な
着

色
表
現
を
水
墨
に
置
き
換
え
た
作
品
も
あ
り
、
着
色
に
向
い
た
画
題
を
水
墨
で
描
く
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
た
の
で
南
蘋
風
と
し
て
理
解
で
き
る
。
同
じ
年
の
「
銀
島
白
鷹
図
」（
摘
水
軒
記

念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
6
）は
荒
波
が
打
ち
寄
せ
る
海
中
の
岩
に
と
ま
る
一
羽
の
白
鷹
で
、

英
雄
の
英
と
同
じ
発
音
で
あ
る
鷹
が
一
羽
で
た
た
ず
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
英
雄
独
立
と
読
み

と
れ
る
画
題
で
あ
る
。
こ
の
図
様
は
中
国
宋
代
の
徽
宗
皇
帝
が
描
い
た
鷹
図
の
伝
統
に
連
な

る
も
の
で
、
狩
野
探
幽
が
名
家
の
画
風
に
倣
っ
た
『
学
古
帖
』
の
巻
頭
に
も
現
れ
る
。
ジ
グ

ザ
グ
に
長
く
伸
び
る
波
頭
は
南
蘋
風
と
言
え
る
。

　
安
政
二
年（
一
八
五
五
）の
「
名
花
双
禽
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）は
梅
に
と

ま
る
鳥
の
尾
羽
が
若
干
短
い
が
、
そ
の
鳥
を
綬
帯
鳥
と
見
れ
ば
、
梅
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、

南
蘋
派
で
よ
く
描
か
れ
た
「
斉
眉
長
寿
」
の
画
題
で
あ
る
。
菊
、
水
仙
は
吉
祥
の
意
味
が
あ

る
。
梅
、
紫
陽
花
、
菊
、
水
仙
で
四
季
の
花
と
い
う
意
味
に
も
と
れ
る
。
沈
南
蘋
が
紫
陽
花

を
描
い
た
例
が
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
佚
山
に
「
紫
陽
花
群
禽
図
」
が
あ
り
、
宋
紫
石
が

「
柳
に
鶏
図
」
で
紫
陽
花
を
描
い
て
い
る
の
で
、
南
蘋
派
の
先
例
が
あ
る
。「
名
花
双
禽
図
」

で
は
菊
の
葉
が
墨
で
表
さ
れ
、
ま
た
水
仙
の
葉
に
輪
郭
が
目
立
ち
、
画
面
全
体
が
南
蘋
風
と

言
う
わ
け
で
は
な
い
。
同
年
の
「
老
松
栖
鷲
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）に
見
る
、

図
6
　「
銀
島
白
鷹
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）

図
5
　「
四
時
群
禽
群
芳
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　
嘉
永
六
年（
一
八
五
三
）
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樹
木
が
画
面
を
横
切
る
画
面
構
成
は
、
南
蘋
派
が
た
び
た
び
用
い
た
も
の
で
、
嘉
永
五
年
の

「
松
鷹
図
」
を
反
転
さ
せ
た
よ
う
な
構
成
で
あ
る
。「
老
松
栖
鷲
図
」
も
「
試
墨
孔
雀
図
」
同

様
に
着
色
表
現
を
前
提
と
し
た
水
墨
画
で
あ
る
。
か
す
れ
た
よ
う
な
筆
跡
で
羽
先
を
表
し
、

水
気
の
多
い
墨
で
背
中
の
羽
根
の
ふ
っ
く
ら
と
し
た
様
子
を
描
き
出
し
て
い
る
。
松
の
樹
皮

は
濃
淡
の
墨
で
細
か
い
筆
致
、
点
を
用
い
て
乾
い
た
感
じ
を
表
し
、
白
く
塗
り
残
す
部
分
と

の
対
比
に
よ
っ
て
幹
の
量
感
を
示
す
。
ま
た
同
じ
年
の
「
双
兎
図
」（
出
光
美
術
館
蔵
）は
胡
粉

で
薔
薇
に
立
体
感
を
出
す
と
こ
ろ
は
南
蘋
風
と
言
え
る
が
、
兎
の
毛
描
は
薄
く
、
体
の
量
感

も
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
ず
全
体
は
南
蘋
風
で
は
な
い
。『
諸
名
家
画
帖
』（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興

財
団
蔵
）に
含
ま
れ
る
岡
本
秋
暉
「
梅
に
小
禽
図
」（
図
7
）に
は
同
年
二
月
の
年
記
が
あ
る
。

「
椿
に
禽
鳥
図
」（
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料
館
蔵
）も
同
年
の
作
品
で
「
法
宋
人
筆
」
と
あ
る
。

　
安
政
三
年
の
「
牡
丹
孔
雀
図
」（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）は
孔
雀
が
南
蘋
風
の
描
写
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
牡
丹
の
花
、
葉
の
彩
色
が
薄
く
、
笹
は
墨
の
輪
郭
線
を
と
っ
て
い
て
必
ず

し
も
南
蘋
風
で
は
な
い
。
背
地
に
帯
状
に
墨
を
刷
く
の
は
南
蘋
風
と
も
言
え
る
が
、
孔
雀
が

い
る
地
面
と
背
地
の
区
別
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
岩
は
輪
郭
線
が
目
立
ち
、
師
圭
斎
が
宋
紫

石
か
ら
受
け
継
い
で
い
た
、
皺
法
の
代
わ
り
に
細
か
い
筆
跡
を
重
ね
て
立
体
感
を
出
す
表
現

と
は
異
な
っ
て
い
る
。
同
年
「
白
梅
に
孔
雀
図
」
の
梅
の
幹
に
見
る
よ
う
な
墨
の
筆
致
を
重

ね
て
凹
凸
を
強
調
し
た
し
つ
こ
い
描
写
は
秋
暉
の
南
蘋
風
理
解
な
の
だ
ろ
う
。
黄
色
い
花
は

蠟
梅
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
の
幹
は
普
通
の
梅
の
よ
う
だ
。
初
夏
に
咲
く
蠟
梅
も
あ
る

が
、
そ
れ
と
は
葉
や
幹
の
感
じ
が
異
な
る
。
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
咲
く
小
菊
、
芙
蓉
と
春
先

の
梅
が
一
画
面
に
描
か
れ
る
と
す
れ
ば
、
異
な
っ
た
季
節
の
花
を
一
画
面
に
盛
り
込
む
吉
祥

画
題
の
四
季
を
暗
示
す
る
。
し
か
し
は
っ
き
り
と
し
た
形
で
示
し
て
は
い
な
い
。
同
年
「
藤

花
双
鶏
図
」
は
雄
鶏
の
腹
部
の
羽
が
濃
彩
で
細
か
く
描
か
れ
る
も
の
の
、
竹
の
葉
は
輪
郭
が

見
え
、
藤
の
描
写
は
淡
く
南
蘋
風
と
は
見
え
な
い
 8
。
同
年
「
梅
に
孔
雀
図
」
は
画
面
を
斜

め
に
横
断
す
る
梅
の
幹
に
孔
雀
が
と
ま
る
。
梅
の
幹
、
枝
は
短
い
墨
線
を
重
ね
て
立
体
的
に

表
す
。
孔
雀
は
背
中
か
ら
尾
羽
を
見
せ
る
姿
を
と
る
。
精
緻
な
描
写
の
濃
い
彩
色
で
南
蘋
風

だ
が
、
金
の
使
用
は
少
な
い
。

　
安
政
四
年
の
「
花
卉
孔
雀
図
」（
松
岡
美
術
館
蔵
）の
孔
雀
は
金
の
面
的
な
使
用
が
目
立
つ
。

孔
雀
は
南
蘋
風
だ
が
、
菊
、
葛
等
の
草
花
は
淡
彩
で
あ
る
。
水
流
の
あ
る
自
然
景
を
伴
う
。

「
老
松
双
鶴
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
8
）は
佐
藤
一
斎（
一
七
七
二
〜
一
八

五
九
）の
題
が
あ
り
、
題
の
「
八
十
六
翁
」
は
安
政
四
年
に
あ
た
る
。
同
年
ご
ろ
の
制
作
と

見
る
。
背
地
に
墨
を
刷
き
、
松
に
と
ま
る
鶴
を
描
く
。
二
羽
の
鶴
を
つ
が
い
と
見
れ
ば
、
松

と
の
組
み
あ
わ
せ
で
夫
婦
の
長
寿
を
願
う
「
松
鶴
長
春
」
の
画
題
で
あ
る
。
松
と
鶴
の
組
み

合
わ
せ
は
沈
南
蘋
及
び
そ
の
伝
承
作
品
に
多
い
。
例
え
ば
沈
南
蘋
「
百
鹿
百
鶴
図
屏
風
」（
出

光
美
術
館
蔵
）の
よ
う
な
作
品
を
秋
暉
は
学
ん
だ
も
の
だ
ろ
う
。
ま
た
本
図
に
つ
い
て
は
松

の
枝
ぶ
り
、
鶴
の
姿
形
が
呂
健
「
崑
崙
松
鶴
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
、
図
9
）の
下
方
、

松
の
枝
に
と
ま
る
二
羽
の
鶴
と
一
致
し
、
影
響
関
係
が
明
ら
か
で
あ
る
 9
。
松
の
幹
の
執
拗

な
描
写
は
秋
暉
の
取
り
入
れ
た
南
蘋
風
と
見
え
る
が
、
鶴
の
描
写
は
胡
粉
が
薄
く
て
あ
ま
り

南
蘋
風
で
は
な
い
。

図
7
　『
諸
名
家
画
帖
』
岡
本
秋
暉
「
梅
に
小
禽
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）

　
　
　
安
政
二
年（
一
八
五
五
）
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安
政
五
年
の
「
花
鳥
図
」（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵
）は
右
福
の
椿
、
左
幅
の
芙
蓉
の
花
び

ら
の
着
色
は
南
蘋
風
だ
が
墨
の
輪
郭
線
が
見
え
て
い
る
。
鵞
鳥
の
頭
か
ら
首
に
か
け
て
白
い

胡
粉
で
立
体
感
を
出
す
所
は
南
蘋
風
だ
が
、
体
は
墨
で
羽
根
の
か
た
ち
を
描
い
て
い
て
南
蘋

風
が
弱
い
。
水
辺
の
自
然
景
と
と
も
に
描
か
れ
る
。「
梅
花
黄
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振

興
財
団
蔵
）は
佐
藤
一
斎
の
賛
に
八
十
七
翁
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
政
五
年
頃
の
作
と
思
わ

れ
る
。
白
梅
と
薔
薇
、
黄
鳥
の
組
み
合
わ
せ
は
、
そ
の
色
か
ら
黄
鳥
が
金
衣
公
子
、
す
な
わ

ち
金
色
の
衣
を
ま
と
っ
た
高
官
を
示
し
、
南
蘋
派
の
よ
く
し
た
吉
祥
画
題
で
あ
る
。
描
写
は

や
や
簡
素
で
、
着
色
も
薄
く
黄
鳥
は
墨
の
輪
郭
線
が
見
え
、
花
び
ら
も
立
体
感
が
な
く
南
蘋

風
と
は
言
い
が
た
い
。

　
安
政
六
年
の
「
老
松
に
鶴
図
」（
厚
木
市
郷
土
資
料
館
蔵
）の
画
題
は
「
一
品
当
朝
」
に

「
松
鶴
長
春
」
を
合
わ
せ
た
と
解
釈
で
き
る
。
鶴
は
中
国
で
鳥
の
中
で
第
一
の
位
と
さ
れ
る

の
で
、
一
羽
の
鶴
が
波
の
打
ち
寄
せ
る
岩
の
上
に
立
つ
と
、
朝
と
潮
の
音
が
通
じ
、
一
品
の

位
に
上
り
朝
廷
へ
出
仕
す
る
と
い
う
「
一
品
当
朝
」
と
な
る
。
吉
祥
モ
チ
ー
フ
は
増
殖
す
る

傾
向
が
あ
り
、
音
通
の
吉
祥
画
題
の
意
味
が
薄
れ
て
い
く
な
か
で
「
一
品
当
朝
」
か
ら
派
生

し
て
鶴
が
何
羽
も
い
た
り
す
る
。
ま
た
松
に
鶴
の
組
み
合
わ
せ
は
「
松
鶴
長
春
」
で
も
あ

り
、
つ
が
い
の
鶴
は
夫
婦
の
長
寿
を
意
味
す
る
。
画
題
は
南
蘋
風
の
吉
祥
画
題
で
あ
る
が
、

鶴
の
描
写
は
薄
い
胡
粉
に
墨
の
弧
線
を
繰
り
返
す
も
の
で
南
蘋
風
か
ら
は
離
れ
て
い
る
。
松

の
幹
や
枝
は
細
か
い
筆
を
重
ね
て
立
体
的
に
表
し
、
秋
暉
の
取
り
入
れ
た
南
蘋
風
が
パ
タ
ー

ン
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
万
延
元
年（
一
八
六
〇
）の
「
花
鳥
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵
）は
全
体
的
に
淡
彩
で
南
蘋

風
と
は
隔
た
る
。

　「
花
鳥
図
押
絵
貼
屏
風
」（
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）は
文
久
元
年（
一
八
六
一
）の
作
と
見
ら
れ

る
。
文
久
二
年
の
「
桜
に
小
禽
図
」
は
桜
の
幹
を
立
体
的
に
表
す
点
は
南
蘋
風
で
あ
る
。
桜

の
花
が
文
様
の
よ
う
に
繰
り
返
さ
れ
、
南
蘋
風
と
い
う
よ
り
江
戸
琳
派
の
作
品
を
思
わ
せ
る
。

「
仙
鶴
伴
雛
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）は
秋
暉
が
没
す
る
文
久
二
年
九
月
二
十
四

日
の
直
前
に
制
作
さ
れ
た
、
絶
筆
に
近
い
作
品
。
松
の
樹
皮
は
模
様
の
繰
り
返
し
の
よ
う
な

表
現
で
あ
る
。
鶴
は
実
際
に
は
木
に
は
と
ま
ら
ず
、
松
に
鶴
は
絵
空
事
の
組
み
合
わ
せ
ら
し

い
。
こ
の
「
仙
鶴
伴
雛
図
」
の
画
題
は
「
一
品
当
朝
」
と
「
松
鶴
長
春
」
に
よ
る
も
の
で
、

こ
の
場
合
、
手
前
の
岩
に
と
ま
る
鶴
が
も
と
も
と
の
独
立
し
た
「
一
品
当
朝
」
の
鶴
な
の
だ

ろ
う
。
南
蘋
風
の
表
現
は
わ
ず
か
に
松
の
枝
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
。「
母
子
鶴
図
」（
摘
水
軒
記

念
文
化
振
興
財
団
蔵
）も
ひ
な
鳥
は
と
も
か
く
、
一
羽
の
鶴
が
波
の
打
ち
寄
せ
る
岩
の
上
に
立

つ
と
い
う
点
で
「
一
品
当
朝
」
に
由
来
し
て
い
る
。
波
頭
の
表
現
が
南
蘋
風
で
あ
る
。

図
8
　「
老
松
双
鶴
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）　
安
政
四
年（
一
八
五
七
）

図
9
　
呂
健
「
崑
崙
松
鶴
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）　Im

age:TN
M

 Im
age A

rchives
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署
名
の
書
体
が
文
久
二
年
の
「
桜
に
小
禽
図
」
に
近
い
、「
花
鳥
図
屏
風
」（
神
奈
川
県
立

歴
史
博
物
館
蔵
）は
木
の
幹
や
芙
蓉
の
花
、
水
仙
の
花
の
描
写
に
部
分
的
に
南
蘋
風
の
描
写

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
秋
暉
は
南
蘋
派
の
画
家
大
西
圭
斎
に
学
ん
だ
と
言
う
が
、
最
初
期
の
作
品
に
は
南
蘋
風
は

ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
。
圭
斎
以
前
に
狩
野
派
を
学
ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
秋
暉
は
南
蘋

風
の
吉
祥
画
題
を
多
く
手
が
け
て
い
る
。
弘
化
三
年
の
「
老
松
孔
雀
図
」
に
は
顕
著
な
南
蘋

風
が
見
ら
れ
、
そ
の
後
南
蘋
風
の
描
写
は
孔
雀
、
花
び
ら
、
樹
木
の
幹
、
鯉
の
鱗
な
ど
特
定

の
モ
チ
ー
フ
と
強
く
結
び
つ
き
、
部
分
的
に
用
い
ら
れ
る
。
秋
暉
の
花
鳥
画
は
、
多
く
の
場

合
、
渡
辺
崋
山
や
椿
椿
山
の
作
品
と
近
い
画
風
、
モ
チ
ー
フ
選
択
と
、
木
の
幹
、
岩
な
ど
の

執
拗
な
部
分
的
南
蘋
風
描
写
と
が
混
在
す
る
。
後
年
に
は
南
蘋
風
の
要
素
が
減
少
す
る
傾
向

が
あ
る
。
秋
暉
の
作
品
の
多
く
に
多
少
な
り
と
南
蘋
風
の
要
素
を
指
摘
で
き
る
が
、
画
面
全

体
が
南
蘋
風
な
作
品
は
少
な
い
。

　
秋
暉
の
南
蘋
風
摂
取
は
谷
文
晁
と
そ
の
一
門
の
南
蘋
風
摂
取
と
近
い
。
文
晁
「
牡
丹
に
蝶

図
」
は
鄭
培
「
風
牡
丹
図
」（
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
）の
よ
う
な
作
品
を
祖
型
と
し
た
構
図
を

と
り
、
緻
密
な
濃
彩
だ
が
牡
丹
の
花
び
ら
に
は
墨
の
輪
郭
線
が
見
え
て
い
る
。
諸
葛
監
、
宋

紫
石
と
い
っ
た
早
い
時
期
の
南
蘋
派
の
画
家
が
薔
薇
や
牡
丹
を
描
く
場
合
は
花
び
ら
の
墨
の

輪
郭
線
を
つ
ぶ
し
て
い
た
。
秋
暉
も
南
蘋
風
の
濃
彩
で
立
体
的
に
表
し
な
が
ら
も
芙
蓉
や
椿

の
花
び
ら
の
墨
の
輪
郭
線
が
見
え
て
い
る
。
同
様
の
傾
向
は
谷
文
二（
一
八
一
二
〜
五
〇
）の

「
柳
に
白
鷺
図
」（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
、
図
10
）の
芙
蓉
に
も
指
摘
で
き
る
。
天
保
十
一
年
の

渡
辺
崋
山
「
鸕
鷀
捉
魚
図
」（
出
光
美
術
館
蔵
）は
画
中
に
南
蘋
の
筆
意
に
倣
う
こ
と
を
記
す
。

熊
斐
「
波
に
鵜
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）に
そ
っ
く
り
の
鮎
を
く
わ
え
た
鵜
の
姿
が
あ
り
、

南
蘋
と
称
す
る
原
画
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
が
、
比
べ
る
と
崋
山
の
方
は
淡
い
墨
で
簡
略
化
し
て

い
る
。
淡
く
簡
略
化
す
る
傾
向
は
秋
暉
の
作
品
に
も
顕
著
で
あ
る
。
谷
文
二
「
玉
兎
黄
蜀
葵

図
」（
秋
田
市
立
千
秋
美
術
館
蔵
）の
兎
は
秋
暉
「
双
兎
図
」
の
兎
と
同
様
に
部
分
的
に
胡
粉

の
毛
描
き
が
見
ら
れ
る
。
谷
文
晁
「
枯
木
山
鳩
図
」（
出
光
美
術
館
蔵
）は
鳩
と
薔
薇
を
緻
密

な
濃
彩
で
表
し
て
枯
木
を
墨
だ
け
で
粗
っ
ぽ
く
描
く
が
、
こ
れ
は
孔
雀
と
薔
薇
を
着
色
で
描

い
て
松
を
墨
で
表
し
た
弘
化
三
年
の
「
老
松
孔
雀
図
」
と
同
様
の
描
法
の
組
み
合
わ
せ
で
あ

る
。
谷
文
晁
周
辺
で
も
南
蘋
風
の
花
鳥
画
を
多
く
描
き
、
番
付
類
で
も
南
蘋
派
と
見
な
さ
れ

た
金
子
金
陵
や
岡
田
閑
林
に
比
べ
て
、
秋
暉
に
は
画
面
全
体
が
南
蘋
風
で
あ
る
作
品
が
少
な

く
、
部
分
的
に
南
蘋
風
を
取
り
入
れ
た
作
品
を
多
く
残
し
た
10
。

　
江
戸
の
地
で
の
南
蘋
風
は
、
自
然
景
の
中
に
吉
祥
モ
チ
ー
フ
を
置
い
た
中
国
絵
画
ら
し
い

沈
南
蘋
の
画
風
か
ら
そ
の
自
然
景
を
取
り
除
い
て
モ
チ
ー
フ
を
整
理
し
て
画
面
を
構
成
す
る

宋
紫
石
の
画
風
が
広
ま
っ
た
。
紫
石
作
品
で
は
濃
密
な
描
写
は
部
分
的
に
な
る
傾
向
が
あ
っ

た
。
紫
石
の
息
子
宋
紫
山（
一
七
三
三
〜
一
八
〇
五
）の
作
品
は
細
密
描
写
の
部
分
と
粗
放
な

部
分
が
同
居
し
て
お
り
、
三
代
目
宋
紫
岡（
？
〜
一
七
七
五
〜
一
八
五
〇
）は
更
に
粗
放
な
も

の
、
平
明
な
も
の
が
多
い
。
渡
辺
玄
対
、
鏑
木
梅
渓（
一
七
五
〇
〜
一
八
〇
三
）ら
も
部
分
的

に
濃
彩
で
全
体
と
し
て
は
あ
っ
さ
り
し
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。
玄
対
は
『
古
今
南
画
要

覧
』
で
は
南
北
合
法
だ
が
『
南
宗
書
画
品
価
録
』
で
は
沈
氏
余
派
に
入
り
、
南
蘋
派
と
見
な

さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
梅
渓
は
『
古
今
南
画
要
覧
』
で
は
沈
氏
余
流
、『
南
宗
書
画
品
価

録
』
で
は
沈
氏
余
派
と
し
て
よ
り
南
蘋
派
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。
宋
紫
石
に
学
ん
だ
旗
本
の

図
10
　
谷
文
二「
柳
に
白
鷺
図
」（
板
橋
区
立
美
術
館
蔵
）
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南
蘋
派
画
家
董
九
如
の
息
子
、
山
崎
董
烈
が
天
保
三
年
刊
『
書
画
会
粋
』
初
編
に
載
る
。

「
南
蘋
ノ
画
風
ヲ
シ
□
花
鳥
最
妙
ヲ
得
タ
リ
」
と
あ
り
、
依
然
南
蘋
風
が
そ
れ
な
り
に
重
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
が
、
董
烈
の
作
品
は
父
に
比
べ
淡
白
な
傾
向
が
あ
る
。
大
坂
画
壇

で
は
日
本
人
の
師
弟
間
で
南
蘋
風
が
伝
承
さ
れ
る
う
ち
に
画
風
の
特
徴
が
弱
ま
っ
て
い
っ
た
11
。

南
蘋
風
の
消
化
と
も
言
え
る
そ
の
傾
向
は
江
戸
で
も
見
ら
れ
、
世
代
が
後
に
な
る
と
南
蘋
風

の
特
徴
が
薄
れ
て
い
く
。
そ
し
て
北
宗
を
も
取
り
入
れ
た
と
自
称
す
る
谷
文
晁
系
の
南
画
に

南
蘋
風
は
取
り
込
ま
れ
た
。

　
秋
暉
は
自
ら
中
国
絵
画
に
学
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
い
る
が
そ
の
中
に
南
蘋
に
学
ん
だ
と
い

う
記
述
は
な
い
。「
鶏
猛
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）に
は
「
清
人
の
筆
に
倣

う
」
と
あ
る
。
沈
南
蘋
も
清
人
で
は
あ
る
が
、
こ
の
作
品
が
沈
南
蘋
画
を
模
し
て
い
る
と
は

考
え
に
く
い
。
画
面
端
に
木
や
崖
が
あ
っ
て
、
上
下
で
動
物
や
鳥
が
視
線
を
交
わ
し
合
う
構

図
は
「
樹
下
双
鹿
図
」
な
ど
南
蘋
作
品
に
も
あ
る
も
の
だ
が
、「
鶏
猛
鳥
図
」
の
木
の
描
写

は
南
蘋
画
と
は
遠
く
隔
た
っ
て
い
る
。
長
春
花
で
あ
る
薔
薇
、
吉
と
音
が
通
じ
る
鶏
は
吉
祥

画
題
で
あ
る
。「
波
に
鰹
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
11
）に
は
「
陳
子
和
の

法
に
倣
う
」
と
あ
る
。
陳
子
和
は
中
国
明
時
代
の
浙
派
の
画
家
で
、
鵜
を
描
い
た
「
松
鵜

図
」（
妙
心
寺
東
海
庵
蔵
）の
作
例
が
あ
る
。「
波
に
鰹
鳥
図
」
に
描
か
れ
た
鳥
は
鵜
の
方
が
近

い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
作
品
は
画
題
と
し
て
ま
れ
な
鰹
鳥
で
は
な
く
、
海
鵜
を
描
い
た
も

の
で
あ
ろ
う
。
海
の
中
の
岩
は
蓬
萊
山
の
よ
う
な
仙
人
の
住
む
場
所
の
象
徴
で
、
長
寿
を
意

味
す
る
。
画
風
か
ら
見
て
「
群
鷺
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
12
）は
浙
派
の

影
響
が
う
か
が
え
る
。
例
え
ば
林
良
の
水
墨
花
鳥
画
を
源
泉
と
し
て
想
定
で
き
る
12
。「
鵜

甘
草
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
、
図
13
）に
は
「
呂
時
敏
の
写
法
に
学
ぶ
」
と
あ

る
。
清
代
の
画
家
に
呂
学
、
字
を
時
敏
と
い
う
画
家
が
い
る
の
で
そ
れ
を
指
す
も
の
だ
ろ

図
12
　「
群
鷺
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）

図
13
　「
鵜
甘
草
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）

図
11
　「
波
に
鰹
鳥
図
」（
摘
水
軒
記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）
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う
。
甘
草
は
音
も
通
じ
る
萱
草
を
描
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
萱
草
で
あ
れ
ば
、
宜
男
草

の
異
名
が
あ
り
、
そ
れ
自
体
に
長
寿
の
意
味
の
あ
る
岩
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、「
宜
男
多
寿
」

と
い
う
後
継
ぎ
の
男
児
に
恵
ま
れ
て
長
生
き
を
す
る
と
い
う
吉
祥
画
題
に
な
る
。「
鹿
渡
河

図
」
に
も
「
呂
時
敏
の
筆
意
を
法
と
す
」
と
あ
る
。
鹿
は
音
が
俸
禄
の
禄
と
通
じ
る
吉
祥
画

題
で
あ
っ
た
。「
鵜
図
」（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
蔵
）に
も
「
呂
時
敏
法
を
法
と
す
」
と
あ

り
、『
諸
名
家
画
帖
』
中
の
秋
暉
「
翡
翠
図
」
に
も
「
倣
呂
時
敏
□
意
」
と
あ
る
。
秋
暉
は

呂
時
敏
作
品
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
群
鳥
図
」
に
は
「
仿
李
一
和
」
と
あ

る
。
李
一
和
は
『
古
画
備
考
』
に
は
朝
鮮
の
画
家
と
あ
る
が
、
中
国
明
代
の
画
家
で
、
呂
紀

風
の
花
鳥
画
を
描
き
、
日
本
に
数
点
の
作
品
が
残
る
。「
群
鳥
図
」
の
鳥
が
密
集
す
る
構
成

は
秋
暉
作
品
と
し
て
は
珍
し
く
、
例
え
ば
李
一
和
に
辺
文
進
「
三
友
百
禽
図
」（
台
北
・
国
立

故
宮
博
物
院
蔵
）の
よ
う
な
作
品
が
あ
っ
て
そ
れ
に
倣
う
も
の
か
も
し
れ
な
い
13
。『
林
鶴
梁

日
記
』
弘
化
四
年
の
覚
書
に
谷
文
晁
が
見
た
「
蓑
亀
之
図
、
元
辺
景
昭
ノ
画
、
佐
賀
侯
蔵

幅
」
を
秋
暉
が
見
た
が
っ
て
い
る
と
い
う
記
述
が
あ
る
。「
椿
に
禽
鳥
図
」
に
は
「
法
宋
人

筆
」
と
あ
る
。
徽
宗
「
桃
鳩
図
」
の
よ
う
な
宋
代
院
体
花
鳥
画
に
倣
っ
た
と
す
る
の
だ
ろ

う
。
画
中
に
記
述
は
な
い
も
の
の
「
銀
島
白
鷹
図
」
は
徽
宗
の
鷹
図
に
由
来
す
る
。
秋
暉
は

比
較
的
新
し
い
中
国
絵
画
に
多
く
学
ん
で
そ
の
こ
と
を
画
中
に
記
す
。
中
国
絵
画
に
学
ん
だ

こ
と
を
明
記
し
て
い
る
作
品
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
中
国
絵
画
以
外
に
学
ん

だ
こ
と
は
画
中
に
記
し
て
い
な
い
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
秋
暉
は
中
国
絵
画
を
あ
る
程

度
重
要
視
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
秋
暉
に
作
画
を
依
頼
し
、
そ
の
絵
を
観
賞
す
る
受
容
者
も

秋
暉
の
作
品
を
中
国
風
の
「
南
画
」
も
し
く
は
「
南
北
一
致
」
の
画（
既
に
唐
画
の
語
は
廃

れ
つ
つ
あ
る
）と
し
て
受
け
と
め
て
い
た
と
考
え
る
。

　
南
蘋
風
は
明
治
期
ま
で
細
々
と
受
け
継
が
れ
る
。
明
治
十
五
年（
一
八
八
二
）、
十
七
年
の

内
国
絵
画
共
進
会
に
お
い
て
も
少
数
な
が
ら
「
沈
銓
流
」「
南
蘋
流
」「
南
蘋
派
」
を
自
称
す
る

画
家
が
い
た
。
例
え
ば
、
宋
紫
石
門
の
土
方
稲
嶺（
一
七
四
一
〜
一
八
〇
七
）の
流
れ
を
汲
む

小
畑
稲
升
は
明
治
十
五
年
の
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
の
第
三
区
支
那
南
北
派
、
鳥
取
県
の

項
に
「
南
蘋
流
」
と
し
て
載
る
。

　
秋
暉
の
娘
婿
尾
口
雲
錦（
一
八
三
六
？
〜
七
九
）は
外
国
人
の
土
産
物
用
の
絵
を
描
き
、
晩

年
に
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
交
友
し
た
14
。
秋
暉
の
作
品
に
補
筆
し
て
「
椿
に
孔
雀
図
」（
摘
水
軒

記
念
文
化
振
興
財
団
蔵
）を
完
成
さ
せ
た
弟
子
、
羽
田
子
雲（
一
八
三
六
〜
一
九
一
九
）は
谷

文
晁
『
本
朝
画
纂
』
を
増
補
し
て
明
治
二
十
四
年
に
『
増
補
本
朝
画
纂
大
全
』
を
出
版
す
る

一
方
、
秋
暉
の
画
風
、
つ
ま
り
南
蘋
風
の
影
響
の
あ
る
画
風
を
伝
え
る
画
家
と
し
て
も
活
動

し
て
い
た
15
。

　
秋
暉
の
作
品
の
多
く
に
南
蘋
風
の
要
素
を
画
題
、
描
写
も
し
く
は
そ
の
両
方
に
つ
い
て
指

摘
で
き
る
が
、
南
蘋
風
の
み
で
成
り
立
っ
て
い
る
作
品
は
少
な
い
。
秋
暉
は
南
蘋
派
の
画
家

と
言
う
よ
り
も
北
宗
を
も
取
り
入
れ
た
広
い
意
味
の
南
画
の
画
家
で
あ
り
、
南
北
一
致
の
画

家
で
あ
っ
た
。
南
蘋
派
と
南
画
は
中
国
愛
好
と
い
う
点
で
近
接
し
て
お
り
、
秋
暉
よ
り
少
し

前
の
時
代
に
は
南
画
と
南
蘋
派
を
含
む
唐
画
と
い
う
呼
称
が
あ
っ
た
。
秋
暉
も
ま
た
唐
画
の

画
家
と
言
え
る
。

　
本
稿
で
は
南
蘋
風
に
引
き
つ
け
て
岡
本
秋
暉
の
作
品
を
見
て
き
た
が
、
そ
れ
以
外
の
要
素

も
多
い
。
南
蘋
風
に
限
定
せ
ず
、
渡
辺
崋
山
や
椿
椿
山
の
花
鳥
表
現
と
の
比
較
が
有
効
で
あ

ろ
う
。
秋
暉
に
つ
い
て
の
記
事
が
儒
学
者
松
崎
慊
堂
の
日
記
『
慊
堂
日
暦
』
に
あ
る
こ
と
、

秋
暉
が
椿
山
や
崋
山
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
は
す
で
に
知
ら
れ
て
い
る
。
北
海
道
の
命
名
者

松
浦
武
四
郎
と
の
交
際
が
あ
っ
た
り
、
江
戸
勤
番
の
臼
杵
藩
士
國
枝
外
右
馬
の
日
記
に
も
そ

の
名
が
見
え
た
り
と
幕
末
の
文
化
人
と
の
交
友
の
中
で
今
後
更
に
足
跡
が
明
ら
か
に
な
っ
て

い
く
だ
ろ
う
。

　
幕
末
の
幕
府
役
人
で
儒
学
者
で
も
あ
っ
た
林
鶴
梁（
一
八
〇
六
〜
七
八
）の
日
記
に
も
た
び

た
び
秋
暉
が
登
場
す
る
16
。
鶴
梁
は
松
崎
慊
堂
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
鶴
梁
は
絵
画
を
好
ん
だ

ら
し
く
、
秋
暉
以
外
に
も
熊
坂
適
山
と
の
交
際
が
記
さ
れ
る
。
保
田
晴
男
氏
が
紹
介
し
た
以

外
に
も
秋
暉
に
つ
い
て
興
味
深
い
事
項
が
鶴
梁
の
日
記
か
ら
わ
か
る
。
例
え
ば
書
画
会
に
参

加
し
、
時
に
は
主
催
し
て
い
る
こ
と
が
天
保
十
四
年
二
月
十
一
日
、
嘉
永
二
年
二
月
十
一
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日
、
嘉
永
三
年
三
月
二
十
八
日
、
嘉
永
六
年
五
月
十
七
日
の
項
で
確
認
で
き
る
。
嘉
永
元
年

十
月
二
十
四
日
の
項
に
は
「
画
価
　
絹
地
三
枚
ニ
付
二
百
疋
、
大
画
箋
一
枚
ニ
付
百
疋
、
全

唐
紙
一
枚
ニ
付
南
一
、
小
屏
風
一
双
ニ
付
百
疋
、
襖
壱
尺
弐
枚
百
疋
、
小
襖
一
組
ニ
付
南

一
、
半
切
弐
枚
南
一
、
扇
子
十
五
本
ニ
付
百
疋
、
画
帖
廿
枚
ニ
付
百
疋
　
大
略
如
此
御
座

候
、
先
次
第
ニ
而
、
出
入
思
召
次
第
ニ
而
、
何
も
差
支
無
御
座
候
、
以
上
。」
と
秋
暉
の
画

料
ま
で
記
し
て
い
る
。
保
田
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
鶴
梁
は
秋
暉
の
絵
の
注
文
の
取
り
次
ぎ

を
し
、
時
に
は
売
り
込
み
も
し
て
い
た
。
天
保
十
四
年
六
月
十
一
日
の
項
に
よ
る
と
、
秋
暉

は
鶴
梁
の
紹
介
で
松
代
藩
主
真
田
幸
貫
を
訪
ね
て
い
る
。
秋
暉
を
主
と
し
た
江
戸
時
代
後
期

絵
画
の
研
究
に
『
林
鶴
梁
日
記
』
を
十
分
活
用
し
て
い
き
た
い
。

1
　
松
木
寛
「
都
立
中
央
図
書
館
所
蔵
『
秋
暉
下
タ
絵
』
に
つ
い
て
」（『
東
京
都
美
術
館
紀
要
』
第
二
号
、
一

九
七
八
年
三
月
）。

2
　
鈴
木
泉
「
谷
文
晁
周
辺
の
画
家
た
ち
」（『
江
戸
の
文
人
交
友
録
　
亀
田
鵬
斎
と
仲
間
た
ち
―
渥
美
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
中
心
に
』
展
図
録
、
世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館
、
一
九
九
八
年
九
月
）で
言
及
さ
れ
る
。

3
　『
古
今
南
画
要
覧
』
は
瀬
木
慎
一
『
江
戸
・
明
治
・
大
正
・
昭
和
の
美
術
番
付
集
成
』（
里
文
出
版
、
二
〇

〇
〇
年
）に
よ
る
。

4
　『
谷
文
晁
と
そ
の
一
門
』
展
図
録（
板
橋
区
立
美
術
館
、
二
〇
〇
七
年
九
月
）で
紹
介
さ
れ
た
六
点
の
作
品

は
あ
ま
り
南
蘋
風
で
は
な
い
。

5
　『
現
故
書
画
高
名
一
覧
』
は
瀬
木
、
注
3
前
掲
書
に
よ
る
。

6
　
郡
司
亜
也
子
「
月
下
双
鹿
図
」
作
品
解
説（『
岡
本
秋
暉
展
　
小
田
原
藩
の
絵
師
』
図
録
、
平
塚
市
美
術

館
、
二
〇
〇
四
年
二
月
）。

7
　
河
野
元
昭
「
雌
雄
孔
雀
図
」（『
国
華
』
九
二
八
、
一
九
七
〇
年
十
一
月
）。

8
　
藤
の
描
写
を
郡
司
亜
也
子
氏
は
円
山
四
条
派
風
と
指
摘
し
た
。
郡
司
亜
也
子
「
藤
花
双
鶏
図
作
品
解
説
』

（
平
塚
市
美
術
館
、
注
6
前
掲
図
録
）。
天
保
十
一
年
の
椿
椿
山
「
玉
堂
富
貴
図
」（
泉
屋
博
古
館
蔵
）の
藤

の
描
写
と
も
近
く
、
崋
椿
風
の
描
写
と
見
た
い
。

9
　
板
倉
聖
哲
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

10
　
没
年
が
文
化
十
四
年（
一
八
一
七
）で
活
躍
期
が
番
付
の
多
い
時
期
よ
り
早
い
金
陵
の
名
は
番
付
に
あ
ま
り

見
え
な
い
が
、
慶
応
二
年
版
『
南
宗
書
画
品
価
録
』
の
「
沈
氏
余
派
」
に
記
載
が
あ
る
。
閑
林
の
名
は
嘉

永
六
年
版
『
古
今
南
画
要
覧
』
の
「
沈
氏
余
流
」、
慶
応
二
年
版
『
南
宗
書
画
品
価
録
』
の
「
沈
氏
余
派
」

に
見
え
る
。

11
　
大
坂
画
壇
に
お
け
る
南
蘋
風
に
つ
い
て
は
以
前
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
、
伊
藤
紫
織
「
大
坂
の
『
唐
画
』
と

南
蘋
風
―
森
蘭
斎
を
中
心
に
―
」（『
美
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
21
』
十
七
、
二
〇
〇
八
年
五
月
）。

12
　
郡
司
亜
也
子
「
群
鷺
図
」
作
品
解
説（
平
塚
市
美
術
館
、
注
6
前
掲
図
録
）。
松
崎
慊
堂
は
師
、
大
西
圭
斎

が
林
良
の
画
風
を
慕
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
お
り
、
師
に
な
ら
っ
て
秋
暉
も
林
良
の
画
風
を
学
ん
だ
こ
と
は

あ
り
う
る
。

13
　
郡
司
亜
也
子
「
群
鳥
図
」
作
品
解
説（
平
塚
市
美
術
館
、
注
6
前
掲
図
録
）。

14
　
成
澤
勝
嗣
「
尾
口
雲
錦
の
伝
記
と
作
品
―
大
日
本
を
背
負
っ
た
画
家
―
」（『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
紀
要
』
五
六
、
二
〇
一
〇
年
度
）。

15
　
羽
田
子
雲
は
第
一
回
内
国
絵
画
共
進
会
で
は
南
宗
派
を
名
乗
っ
て
い
る
。

16
　
秋
暉
と
林
鶴
梁
の
交
友
に
つ
い
て
は
保
田
晴
男
『
あ
る
文
人
代
官
の
日
記
　
林
鶴
梁
の
日
常
』（
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
九
年
）に
言
及
が
あ
る
。
引
用
は
保
田
晴
男
編
『
林
鶴
梁
日
記
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
二

〜
二
〇
〇
三
年
）に
よ
る
。
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Okamoto Shūki: Descendant of the Nanpin School in Edo

Shiori Itō 

 We will consider, in chronological order, the works of Okamoto Shūki (1807-62), bearing in mind the painting 
style of Chinese painter, Shen Nanpin (Shen Quan), who crossed to Japan in 1731, and who had great influence 
upon Japanese painting. 
 Shūki’s teacher, Ōnishi Keisai, is often regarded as an artist who painted exclusively in the Nanpin style, and to 
be of the Nanpin School. We find, among the actual works, many flower-and-bird wash drawings not necessari-
ly in the Nanpin style. Okamoto Shūki is sometimes classed as Nanga (Southern School), while at other times, 
as Nanpin School.
 Shūki himself records that he studied Chinese painting, but there is no statement to suggest he studied Nanpin. 
Shūki put a great degree of emphasis on Chinese painting. Those recipients of commissioned works, and admir-
ers of works by Shūki, considered them to be Chinese-style “Nanga”, or “Nanboku-icchi (Southern-Northern 
combined style; the word Tōga was already falling out of use).” 
 The Nanpin style survived, in a small capacity, until the Meiji period. At the Naikoku Kaiga Kyōshinkai (Do-
mestic Painting Competitions) of 1882 and 1884, there were a few artists who described themselves as “Shen 
Quan School”, “Nanpin-ryū” or “Nanpin-ha”. Among them, Shūki’s pupil, Hata Shiun (1836-1919), supple-
mented Tani Bunchō’s Honchō gasan (Collection of Japanese paintings), publishing Zōho Honchō gasan taizen 
in 1891. He was also active in passing down the painting style of Shūki: that is, a style with influence from the 
Nanpin style. Shiun termed himself as Southern School at the first Domestic Painting Competition. 
 In many of Shūki’s works, we notice elements of Nanpin style in subject or portrayal, or in both, yet there are 
few works created in Nanpin style alone. Rather than an artist of the Nanpin School, Shūki was a Nanga artist, 
in a wide sense that included Hokushū (Northern School): he was a Nanboku-icchi artist. The Nanpin School 
and Nanga stood close in their love of China. During the era preceding Shūki, there was a term, Tōga (Chinese-
style painting), which included Nanga and the Nanpin School. Shūki could well be called a Tōga artist.
 Bakufu official and confucianist of the Bakumatsu period, Hayashi Kakuryō (1806-78) mentions Shūki in his 
diary, Hayashi Kakuryō nikki. Kakuryō was a pupil of Matsuzaki Kōdō. Kakuryō seems enthusiastic about 
paintings, and also records exchanges with Kumasaka Tekizan and Fukuda Hankō. Interesting matters, pertain-
ing to Shūki, come to light in Kakuryō’s diary. We find that Shūki took part in, and sometimes hosted, Shogakai 
(calligraphy and painting gatherings). Kakuryō took commissions for paintings by Shūki, and was sometimes 
even involved in selling them. An entry for 24th day, 10th month, 1848, gives details of payment for Shūki’s 
work. Also, according to an entry for 11th day, 6th month, 1843, Shūki, on Kakuryō’s introduction, paid a visit 
to the head of the Matsushiro clan, Sanada Yukitsura. We should look into Hayashi Kakuryō nikki in future re-
search on Shūki.  (Translated by Barbara Cross)
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